
①モデルプロジェクトを公募・選定
②モデルプロジェクト推進のため、「くらしサービ

    ス」に必要なノウハウを持つ企業等や先駆的な取
    組の実務経験者などの有識者等から成る相談体制
    の構築

③企業等と自治体のマッチングや課題解決のための
有識者等の現地派遣による構想づくりの支援

④ガイドライン作成等による普及促進

地域くらしサービス拠点推進事業費（内閣府地方創生推進室）

８年度概算決定額 0.26億円

事業イメージ・具体例

○人口減少下において、日常生活に必要なサービスを低
コストかつ効率的に維持していくため、既存施設や民
間のノウハウを活用しつつ、複数のサービスを１か所
で提供する、総合的な拠点づくりを推進します。

期待される効果

資金の流れ

国 民間事業者等
委託費

○地方において、人口が急減する地域が顕在化していく
中、中山間地域を中心に日常生活に必要なサービス
（買物、行政機能、医療・福祉、交通、防災など）の
提供が困難となっています。

〇こうした状況を改善するため、既存施設や民間のノウ
ハウを活用しつつ、１か所で複数のサービスを提供す
る、総合的な拠点づくりを推進することにより、低コ
ストかつ効率的にサービスを提供していく必要があり
ます。

〇このため、モデルプロジェクトを選定し、企業等と自
治体のマッチングや課題解決のための有識者等の現地
派遣により、拠点の構想づくりを支援するとともに、
ガイドライン作成等により、この全国展開を図ります。
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※本事業は、令和８年度予算案に基づいて行うものであるため、成立した予算の内容に応じて、事業内容及び予算額等の変更があり得ることに御留意願います。
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